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※ご利用のサーバのバージョンによって、一部機能が異なる場合がございますので、予めご了承く

ださいませ。現在提供中のサーバは下記になります。 

・cpanel01.jpserve.jp 

・cpanel02.jpserve.jp 

 

1. コントロールパネルへのログインについて 

コントロールパネルへログインしたい 

 

① ブラウザを開きます。 

※cPanel をご利用いただく場合に当社が推奨しているブラウザは下記のとおりです。 

 

Google Chrome 

Firefox 

 

② ブラウザのアドレスバーに cPanel のコントロールパネル URL を入力し、Enter キーを押します。 

URL は下記のとおりです。 

 

https://cpanel01.jpserve.jp:2083 ※cpanel01.jpserve.jp 

https://cpanel02.jpserve.jp:2083 ※cpanel02.jpserve.jp 

 

※ご契約ドメイン名が不明な場合はご契約時にご案内したログイン情報メールをご参照ください。 

 

例：Google Chrome の場合 

 

 

例：Firefox の場合 

 

 

 

 

 

 

https://cpanel01.jpserve.jp:2083/
https://cpanel02.jpserve.jp:2083/
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③ ユーザー名、パスワード入力画面が表示されますので、ご契約時にメールでご案内したログイン情

報に記載されているユーザー名とパスワードを入力して「ログイン」ボタンを押します。 

 

 

④ ログインが成功すると、メインメニュー画面が表示されます。 

  

（参考）JPS スタンダードでご契約の場合 
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コントロールパネルからログアウトしたい 

 

1. コントロールパネル右上の、「User Menu」アイコンをクリックします。 

 

 

 

                                   ※拡大画像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 「ログアウト」をクリックします。 
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3. コントロールパネルからログアウトされ、ログイン画面に戻ります。 

 
 

 

コントロールパネルのテーマを変更したい 

 

1. コントロールパネル右側の、一般情報のテーマ欄のプルダウンボタンをクリックします。 
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2. 変更したいテーマを選択します。 

「jupiter」または、旧テーマ「paper_lantern」 

 

※弊社では、推奨テーマ「jupiter」でのご利用をお勧めいたします。 

 ※旧テーマの「paper_lantern」については、ベンダーから提供終了予定されており、いずれコント

ロールパネル上からも選択ができなくなる予定となります。お早めに「jupiter」テーマでのご利用へお

切替をお願いいたします。 

 

 

3. 選択したテーマに変更されます。 

(例) 「paper_lantern」を選択した場合 
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コントロールパネルの表示言語を変更したい 

 

1. デフォルトの表示言語が英語になっている場合があります。変更する場合は、右下の･･･からロケ

ールの選択画面を開きます。 

 

※仕様上、すべての項目が日本語に翻訳されているわけではございませんので、予めご了承くださいま

せ。 

 

2. 希望の言語を選択ください。 

 

 

3. 表示言語が変更されます。 
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コントロールパネルへのログインユーザー名を忘れた 

 

ログインユーザー名をお忘れの場合は、ご本人様確認の上、弊社より初期ログイン情報をメールで再度

ご案内いたします。お手数ですが、以下情報を明記の上、お問合せフォームよりご連絡ください。 

 

＜必要事項＞ 

・ご契約者名 

・ご登録住所 

・ご登録電話番号 

・ご契約ドメイン名 

コントロールパネルへのログインパスワードを忘れた 

 

ログインパスワードをお忘れの場合は、弊社にてパスワードをリセットし、メールでご案内いたします

ので、コントロールパネルログイン画面の「パスワードのリセット」のリンクではリセットを行わない

ようにお願いいたします。 

お手数ですが、以下情報を明記の上、メールまたはお問合せフォームでご連絡ください。 

 

 

＜必要事項＞ 

・ご契約者名 

・ご登録住所 

・ご登録電話番号 

・ご契約ドメイン名 
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＜お問合せ先＞ manzoku@speedia.co.jp 宛 

 

なお、弊社にてログインパスワードをリセットしますと、下記パスワードも同時にリセットされます。

初期パスワードから変更されている場合には、リセット後に改めてお客様にて再設定をお願いいたしま

す。 

 

  ・特別な ftp アカウント 

  ・既定の電子メールアカウント （注＊） 

 

注＊ 「既定の電子メールアカウント」は、「電子メールアカウント」→「既定値」と表示されているア

カウントのパスワードを表しています。 

お客様がコントロールパネルで発行された各メールアカウントのパスワードは変更されません。 

 

 

各メールアカウントのパスワードを変更したい場合は【メールアドレスのパスワードを変更したい】を

ご参照下さい。 

 

 

コントロールパネルのログインパスワードを変更したい 

 

1. コントロールパネルへログインし、「パスワード＆セキュリティ」をクリックします。 

 

 

2. 変更画面が表示されます。 
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・古いパスワード･･･現在のパスワードを入力してください。 

 

・新しいパスワード･･･変更後のパスワードを入力してください。 

※パスワードの長さは 6 文字以上、強度は 50 以上である必要があります。 

※パスワードはパスワード生成ツールでランダム文字列のパスワードを生成する 

ことも可能です。 

※ドメイン名と同じあるいは一部文字列、辞書に掲載されている英単語等は避け

ていただき、推測されにくいランダムな文字列を組み合わせたパスワード設定

を推奨いたします。 

 

・新しいパスワード(再入力)･･･上記で入力したパスワードと同じものを再入力してください。 

チェック不要 
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・ダイジェスト認証を有効にする…チェックを入れないでください。 

 

3. 入力が完了したら、「今すぐパスワードを変更してください」をクリックします。 

「成功しました。ブラウザーをリダイレクトしています」 と表示され、cPanel ログイン画面が再表

示されればログインパスワードの変更完了です。 

 

 

 

 

※ここでパスワードの変更を行うと、下記パスワードも同時に変更されますので、ご注意ください。 

 

  ・特別な ftp アカウント 

  ・既定の電子メールアカウント （注＊） 

 

注＊ 「既定の電子メールアカウント」は、「電子メールアカウント」→「既定値」と表示されているア

カウントのパスワードを表しています。 

お客様がコントロールパネルで発行された各メールアカウントのパスワードは変更されません。 

 

各メールアカウントのパスワードを変更したい場合は【メールアドレスのパスワードを変更したい】を

ご参照下さい。 

 

 

サーバ情報を確認したい 

1. コントロールパネルへログインし、「サーバー情報」をクリックします。 
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2. サーバ情報が表示され、サーバ名（cpanel01/cpanel02）の確認や、各種バージョンの確認ができ

ます。 
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2. メール 

メールアドレスを作成したい 

 

1. コントロールパネルへログインし、「電子メールアカウント」をクリックします。 

 

 

2. 「作成」をクリックします。 

 

 

3. メールアカウント作成画面が表示されます。 
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・ユーザー名･･･メールアドレスの＠以前を入力します。 

メールアドレス文字数：1～64 文字まで 

メールアドレスパスワード：6 文字以上 

使用可能文字列：アルファベット・(ドット)ピリオド・ハイフン・アンダースコア 

 

・パスワード･･･メールアカウントのパスワードを設定します。パスワードは 6 文字以上、 

強度が 50 以上でなくてはなりません。  のマークをクリックすると、入力 

したパスワードを確認することができます。 

 

※パスワード生成について 

「生成」からランダムなパスワードを自動で作ることも可能です。▼をクリック 

すると、パスワード生成の際の詳細オプションを設定することができます。 

生成されるパスワードは、自動的に 10 文字以上となります。 

 

・Optional Settings･･･右の「Edit Settings」をクリックいただくと、追加オプションメニューが 

開きます。 
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・Storage Space･･･メールアカウントのメールボックスの容量を設定できます。デフォルトでは

1024MB になっています。「無制限」を選択する事も可能ですが、無制限でのご利用

はスパムメールなどでドメイン全体の容量不足が発生しやすくなりますので、推奨

しておりません。ご利用の際はご注意下さい。 

 

・Automatically Create Folders for Plus Addressing･･･メールアカウントを作成した際に、自動的に

メールのディレクトリを作成するかを選択します。「Automatically Create 

Folders」を選択してください。 

 

・Send a welcome email with instructions to set up a mail client.･･･チェックを入れると、メール設

定情報が新規作成したメールアドレス宛に送信されます。最初にメールアドレスを

作成する際にはチェックを入れていただく事をお勧めいたします。 

なお、送信されるメールの件名は下記になります。 

件名：[ドメイン名] Client configuration settings for “作成したメールアドレス” 
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・Stay on this page after I click Create.･･･チェックを入れると、メールアカウント作成後もこのペ

ージに留まったままになります。メールアドレスを連続で作成する際にチェックを

入れてください。 

 

上記必要情報を入力後、「作成」をクリックします。 

 

4. 電子メールアカウント一覧に、作成したアカウントが追加されていることを確認してください。 

 

 

※スパム配信防止の為、一定時間内に送信失敗数が既定回数を超えるとアカウントにロックがかかり、

一時的にメール送信が不可となります。既定回数を下回った場合には自動解除となります。 

※特定 IP アドレスから一定時間内に規定回数を超えて接続失敗すると、該当の接続元 IP アドレスを遮

断します。既定時間経過後に自動解除されます。 

 

メールアドレスを一括で作成したい 

 

＜Excel ファイル (.xls)をインポートして作成する場合＞ 

1. 一括作成用の Excel ファイル (.xls)を作成します。 

 

① 1 行目に「Email」、「Password」、「Quota」を入力します。 

② 「Email」に作成するメールアドレス、「Password」にメールアカウントのパスワード、 

「Quota」にメールアカウントのメールボックスの容量（単位：MB）を入力します。 

 

    例 
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2. コントロールパネルへログインし、「アドレスインポーター」をクリックします。 

 

 

3. インポート対象に「電子メールアカウント」を選択します。 

「参照」をクリックし、1 で作成した Excel ファイル (.xls)を選択後、「次へ」をクリックします。 

 

 

4. 内容に間違いがないことを確認し、「次へ」をクリックします。 
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5. Excel ファイル (.xls)からインポートする内容が表示されます。 

「終了」をクリックするとインポートが実行されます。 

 

 

6. インポートが完了します。続けて作成したい場合は、「その他をインポート」をクリックします。 
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＜CSV ファイル (コンマ区切り値ファイル) (.csv)をインポートして作成する場合＞ 

1. 一括作成用の CSV ファイル (コンマ区切り値ファイル) (.csv)を作成します。 

① 1 行目に「Email」、「Password」、「Quota」を入力します。 

② 「Email」に作成するメールアドレス、「Password」にメールアカウントのパスワード、

「Quota」にメールアカウントのメールボックスの容量（単位：MB）を入力します。 

 

    例 

 

 

2. コントロールパネルへログインし、「アドレスインポーター」をクリックします。 

 

 

3. インポート対象に「電子メールアカウント」を選択します。 

「参照」をクリックし、1 で作成した CSV ファイル(.csv)を選択後、 

区切り記号に「コンマ (,)」を選択し、「次へ」をクリックします。 
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4. 内容に間違いがないことを確認し、「次へ」をクリックします。 

 

 

5. CSV ファイル(.csv)からインポートする内容が表示されます。 

「終了」をクリックするとインポートが実行されます。 
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6. インポートが完了します。続けて作成したい場合は、「その他をインポート」をクリックします。 

 

 

メールアカウントを削除したい 

 

1. コントロールパネルへログインし、「電子メールアカウント」をクリックします。 

 

 

2. メールアカウントの一覧から、削除したいメールアカウント左のチェックボックスにチェックを入

れ、上の「削除」をクリックします。 

※複数選択することで、複数削除も可能です。 
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3. 削除をクリックすると、上に確認画面が表示されますので、メールアカウントを確認の上、間違い

がなければ「DELETE」をクリックします。「DELETE」の後ろの括弧内の数字は削除対象のメール

アカウント個数です。 

 

※電子メールアカウントを削除すると、サーバー上のメールボックスも削除されます。削除後の復旧は

出来かねますので、操作時は十分にご注意下さい。 

 

4. 電子メールアカウント一覧から、アカウントが削除されていることを確認してください 
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メールアドレスのパスワードを変更したい 

 

1. コントロールパネルへログインし、「電子メールアカウント」をクリックします。 

 

 

2. メールアカウントの一覧から右の「管理」をクリックします。 

 
 

3. 「新しいパスワード」に変更後のパスワードを入力します。パスワードは 6 文字以上、強度が 50

以上でなくてはなりません。 のマークをクリックすると、入力したパスワードを確認するこ

とができます。 

 

※パスワード生成について 

「生成」からランダムなパスワードを自動で作ることも可能です。▼をクリック 

すると、パスワード生成の際の詳細オプションを設定することができます。 

生成されるパスワードは、自動的に 10 文字以上となります。 
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4. 新しいパスワードを入力したら、画面下部の「Update Email Settings」をクリックします。 

 

 

 

メールソフトへの設定情報を確認したい 

 

＜WEB メールから確認する方法＞ 

1. コントロールパネルへログインし、「電子メールアカウント」をクリックします。 

 

 

2. メールアカウントの一覧から右の「CHECK EMAIL」をクリックし、Web メールを開きます。 
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なお、コントロールを介さずに web メールの URL（https://ドメイン名:2096）をブラウザの 

アドレスバーに直接入力してアクセスする事も可能です。web メールについては＜web 

メールへのアクセス方法＞をご参照下さい 

 

3. web メールの左メニューから「Webmail Home」をクリックします。 

（右図は roundcube の場合です。Web メールクライアントは roundcube を 

推奨しております。こちらの画面が表示されず、直接 Web メールの管理 

メニューが表示される場合があります。その場合は本手順をスキップし、 

4.へお進みください） 
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4. Web メールの管理メニューから、「Configure Mail Client」をクリックします。 

 

 

5. メール設定情報が表示されます。 

なお、メールアドレスの個別のパスワードはセキュリティ上、表示されない仕様となっております。

万一、メールアドレスのパスワードを忘れた場合は＜メールアドレスのパスワードを変更したい＞

を参照の上、新しいパスワードを再設定してください。 
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＜コントロールパネルから確認する方法＞ 

1. コントロールパネルへログインし、「電子メールアカウント」をクリックします。 

 

 

2. メールアカウントの一覧から右の「Connect Devices」をクリックします。 

 

 

3. 「Mail Client Automatic Configuration Scripts」に、メール設定情報が表示されます。 
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メールボックスの容量を確認・変更したい 

サーバの仕様として、メールボックスがいっぱいになるとメール受信のみならず、送信も不可となる場

合があります。メールボックスの容量を空けていただいた上で送受信をするか、容量がいっぱいになら

ないよう、アカウントのクオータの上限を変更いただくことをご検討下さい。 

 

また、ユーザ様がメールソフト(POP3)をご利用で「サーバにコピーを置く」設定をしている場合は、

削除日数も併せて指定の上、送受信動作を実施下さいませ。 

 

Web メールのみご利用の場合には、Web メール上でご不要なメールを削除し、空き容量を確保してご

利用いただくようお願いいたします。 
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1. コントロールパネルへログインし、「電子メールアカウント」をクリックします。 

 

 

2. メールアカウントの一覧が表示されます。各アカウントの容量は「Storage」をご確認下さい。 

 

 

・使用済み：現在の使用中の容量です。 

・Allocated：該当メールアドレスの割り当て上限容量です。 

・％：割り当て容量に対する使用率です。 

 

3. 容量を変更する場合は、該当メールアカウント右の「管理」をクリックします。 
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4. 「STRAGE」の「Allocated Storage Space」に希望の容量を入力し、単位を選択するか、「無制

限」を選択します。「無制限」を選択する事も可能ですが、無制限でのご利用はスパムメールなど

でドメイン全体の容量不足が発生しやすくなりますので、推奨しておりません。ご利用の際はご注

意下さい。 

 

 

 

 

5. メールアカウント一覧画面から、設定した容量に変更されていることを確認します。 

 

 

＜Web メールから容量確認を行う場合＞ 

 

1. Web メールにログインし左下部より確認可能です。 

※Web メールへのアクセス方法については、「Web メールを使用したい」をご参照ください。 
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メールを別のメールアドレスへ転送したい 

 

＜転送元アドレスでもメールを受信したい（転送元にもメールを残す）場合＞ 

1. コントロールパネルへログインし、「フォワーダー」をクリックします。 

 

 

 

2. 「フォワーダーの追加」をクリックします。 
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3. 必要事項を入力し、「フォワーダーの追加」をクリックします。 

 

 

・転送先アドレス･･･「転送先アドレス」と記載がありますが、誤訳です。 

実際には【転送元アドレス】になります。転送元アドレスの＠以前を入力して

ください。 

例）test@ドメイン名に届いたメールを転送したい場合は test と入力します。 

※転送元アドレスにメール残さない設定を行いたい場合は、＜転送元アドレス

で受信せずに転送だけしたい（転送元にメールを残さない）場合＞をご参照く

ださい。 

 

・ドメイン･･･転送元アドレスになるお客様の独自ドメイン名を選択してください。

（～.pre.jpserve.jp は使用不可） 
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・電子メールアドレスに転送･･･他のアドレスにメールを転送します。転送先の電子メールアドレス

を入力してください。「転送先アドレス」で受信したメールは、こち

らで入力したメールアドレスへ転送されます。 

別のメールアドレスに転送したい場合、転送先のメールアドレスを入

力します。複数のメールアドレスに転送したい場合は、半角カンマ区

切りでアドレスを入力ください。（例：aaa@**.com,bbb@**.jp） 

 

・(SMTP 時間で) 破棄し、エラーを送信者に送信します。･･･メールを転送せず、メール送信元にエ

ラーメッセージを返します。 

 

・失敗メッセージ (送信者に表示)･･･上記を選択した際に、メール送信元に返すエラーメッセージ

を設定します。 

 

・「詳細オプション」については、お客様にて任意で設定してください。 

 

4. 入力が完了したら、「フォワーダーの追加」をクリックします。 

 

 

5. 「転送元メールアドレス」に送信されたすべての電子メールを「転送先メールアドレス」にコピー

します。と表示され、転送設定一覧に表示されたら、設定完了です。 

 

6. 複数のメールアカウントを登録した場合は、それぞれのアカウントごとにフォワーダーが作成され

ます。 
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＜転送元アドレスで受信せずに転送だけしたい（転送元にメールを残さない）場合＞ 

1. コントロールパネルへログインし、「フォワーダー」をクリックします。 

 

 

2. 「フォワーダーの追加」をクリックします。 

 

 

3. 必要事項を入力し、「フォワーダーの追加」をクリックします。 
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・転送先アドレス･･･「転送先アドレス」と記載がありますが、誤訳です。 

実際には【転送元アドレス】になります。転送元アドレスの＠以前を入力してください。転送元アド

レスで受信せずに転送だけしたい場合は、メールアカウントを作成していないアカウントを入力して

ください。 

例）test@ドメイン名に届いたメールを転送したい場合は、test@ドメイン名のアカウントを、

「電子メールアカウント」から作成していない状態で、test と入力します。 

※転送元アドレスにメール残す設定を行いたい場合は、＜転送元アドレスでもメールを受信したい

（転送元にもメールを残す ）場合＞をご参照ください。 

 

・ドメイン･･･転送元アドレスになるお客様の独自ドメイン名を選択してください。

（～.pre.jpserve.jp は使用不可） 

 

・電子メールアドレスに転送･･･別のメールアドレスに転送したい場合、転送先のメールアドレスを

入力します。複数のメールアドレスに転送したい場合は、半角カンマ

区切りでアドレスを入力ください。（例：aaa@**.com,bbb@**.jp） 

 

・(SMTP 時間で) 破棄し、エラーを送信者に送信します。･･･メールを転送せず、メール送信元にエ

ラーメッセージを返します。 

 

・失敗メッセージ (送信者に表示)･･･上記を選択した際に、メール送信元に返すエラーメッセージ

を設定します。 
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・「詳細オプション」については、お客様にて任意で設定してください。 

 

4. 入力が完了したら、「フォワーダーの追加」をクリックします。 

 

 

5. 「転送元メールアドレス」に送信されたすべての電子メールを「転送先メールアドレス」にコピー

します。と表示され、転送設定一覧に表示されたら、設定完了です。 

複数のメールアカウントを登録した場合は、それぞれのアカウントごとにフォワーダーが作成され

ます。 
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一括で複数の転送設定をしたい 

 

＜Excel ファイル (.xls)をインポートして転送設定する場合＞ 

1. 一括作成用の Excel ファイル (.xls)を作成します。 

① 1 行目に「Source」、「Target」と入力します。 

② 「Source」に転送元メールアドレス、「Target」に転送先メールアドレスを入力します。 

※転送元アドレスで受信せずに転送だけしたい場合は、「Source」にメールアカウントを作成

していないアカウントを入力してください。 

 

    例 

 

 

2. コントロールパネルへログインし、「アドレスインポーター」をクリックします。 

 

 

3. インポート対象に「フォワーダー」を選択します。 

「参照」をクリックし、1 で作成した Excel ファイル (.xls)を選択後、「次へ」をクリックします。 
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4. 内容に間違いがないことを確認し、「次へ」をクリックします。 

 

 

5. Excel ファイル (.xls)からインポートする内容が表示されます。 

「終了」をクリックするとインポートが実行されます。 
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6. インポートが完了します。続けて転送設定したい場合は、「その他をインポート」をクリックしま

す。 

 

 

 

＜CSV ファイル (コンマ区切り値ファイル) (.csv)をインポートして転送設定する場合＞ 

1. 一括作成用の CSV ファイル (コンマ区切り値ファイル) (.csv)を作成します。 

① 1 行目に「Source」、「Target」と入力します。 

② 「Source」に転送元メールアドレス、「Target」に転送先メールアドレスを入力します。 

※転送元アドレスで受信せずに転送だけしたい場合は、「Source」にメールアカウントを作成して

いないアカウントを入力してください。 

 

    例 

 

 

2. コントロールパネルへログインし、「アドレスインポーター」をクリックします。 
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3. インポート対象に「フォワーダー」を選択します。 

「参照」をクリックし、1 で作成した CSV ファイル(.csv)を選択後、 

区切り記号に「コンマ (,)」を選択し、「次へ」をクリックします。 

 

 

4. 内容に間違いがないことを確認し、「次へ」をクリックします。 
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5. CSV ファイル(.csv)からインポートする内容が表示されます。 

「終了」をクリックするとインポートが実行されます。 

 

 

6. インポートが完了します。続けて転送設定したい場合は、「その他をインポート」をクリックしま

す。 

 

 

メーリングリストを作成したい 

 

1. コントロールパネルへログインし、「メーリングリスト」をクリックします。 
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2. 必要事項を入力し、「追加」をクリックします。 

 
 

・リスト名･･･メーリングリストの名前です。 

 

・パスワード･･･メーリングリストのパスワードです。強度が 50 以上である必要があります。 

パスワード生成ツールでランダムなパスワードを生成することも可能です。 

 

・パスワード(再入力)･･･上記で入力したパスワードを確認の為、再度入力してください。 

 

・アクセスの種類･･･メーリングリストのパブリック・プライベートを設定できます。 

後からでも変更は可能です。 

・パブリック･･･新しい登録者は、電子メールの確認もしくは管理者の承認のみが必要です。 

・プライベート･･･新しい登録者は、電子メールの確認および管理者の承認両方が必要です。 
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3. 「現在のリスト」に作成したメーリングリストが表示されていれば、作成完了です。 

 

 

4. 続いて、メーリングリストの設定を行います。設定を行いたいメーリングリスト右の「管理」をク

リックします。 

 

 

メーリングリストの設定画面が開きます。 

 

 

＜メーリングリストの設定＞ 

設定項目が多岐にわたるため、一般的なメーリングリスト運用に必要な設定のみ解説いたします。その

他の項目につきましては、お客様任意でご利用下さい。 

・言語を日本語表記にする（ の変更） 
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1. メーリングリストの設定画面が、英語表記になっている場合がございます。 

その場合は、「Language Options」をクリックし、「Default language for this list.」が

「English(USA)」になっている場合は英語表記が選択されている状態です。「Languages 

supported by this list.」から変更したい言語（日本語表記にしたい場合は「Japanese」に 

チェック）を選択し、画面下部の「Submit Your Changes」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

2. 「Default language for this list.」のプルダウンメニューより「Japanese」が選択可能になりま

す。「Japanese」を選択して、もう一度画面下部の「Submit Your Changes」をクリックしてく

ださい。管理画面の言語が変更されたら、変更設定完了です。 

 

・メーリングリスト会員の一覧を確認する 

1. 「会員管理」の「会員リスト」をクリックします。 
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2. 会員一覧が表示されます。 

 

 

なお、未登録時は以下のような表示になります。 

 

 

・メーリングリスト会員を追加する 

1. 「会員管理」の「まとめて入会登録」をクリックします。 

 

 

２．メーリングリストに追加したいアドレスを入力し、「変更を送信する」をクリックします。1 行

につき 1 アドレスを入力してください。複数アドレスを登録したい場合は、改行して次のアド

レスを入力してください。 
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・メーリングリスト会員の削除 

1. 「会員管理」の「まとめて退会処理」をクリックします。 

 

 

2. メーリングリストから削除したいアドレスを入力し、「変更を送信する」をクリックします。 
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web メールを使用したい 

＜web メールへのアクセス方法＞ 

 

① ブラウザで直接アクセスする方法 

1. ブラウザのアドレスバーに webmail の URL を入力し、Enter キーを押します。 

web メールのアクセス URL は下記です。 

https://ドメイン名:2096  

 

2. web メールのログイン画面が開きますので、「電子メールアドレス」と「パスワード」を 

入力して「ログイン」をクリックします。 

※パスワードが不明な場合は、コントロールパネルよりメールアカウントのパスワードを 

再設定してください。 
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3. Web メールのホーム画面が開きますので、「open」をクリックします。この画面を表示させず 

に、次回から直接 Web メール画面を開く場合は、「Open my inbox when I log in」にチェック 

を入れてください。web メールクライアントを変更する場合は、「Change your webmail  

client」より、「roundcube」もしくは「horde」を選択し、「Open」をクリックしてくださ 

い。（「roundcube」でのご利用を推奨しておりますので、本マニュアルでは「roundcube」に 

ついて記載しております。） 

 

 

  

「Open」をクリックしてください。 

※マニュアルはこちらの画面で記載します※ 

↑「horde」のご利用はこちらから 



48 

Copyright © SPEEDIA CO., Ltd. All right reserved. 

 

4. Web メールが開きます。「受信箱」をクリックすると、受信メールを確認することが 

できます。 

 

 

5. Web メールを終了する際は、画面左メニュー欄の下部にある「ログアウト」をクリック 

します。 

 

 

② コントロールパネルからアクセスする方法 

 

1. コントロールパネルへログインし、「電子メールアカウント」をクリックします。 

 

 

2. メールアカウントの一覧から Web メールを開きたいアカウント右の「Check Email」を 

クリックします。 
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Web メールのホーム画面が開きますので、「open」をクリックします。この画面を表示させずに、次回

から直接 Web メール画面を開く場合は、「Open my inbox when I log in」にチェックを入れてくださ

い。 

※コントロールパネルから web メールを開いた場合は、ログイン情報の再入力は不要です。 

web メールクライアントを変更する場合は、「Change your webmail client」より、「roundcube」

もしくは「horde」を選択し、「Open」をクリックしてください。（「roundcube」でのご利用を推

奨しておりますので、本マニュアルでは「roundcube」について記載しております。） 

 

 

※マニュアルはこちらの画面で記載します※ 

「Open」をクリックしてください。 

↑「horde」のご利用はこちらから。 
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3. Web メールが開きます。「受信箱」をクリックすると、受信メールを確認することができま

す。 

 

 

５.  Web メールを終了する際は、画面左メニュー欄の下部にある「ログアウト」をクリックします。 
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スパムフィルターの設定をしたい 

1. コントロールパネルへログインし、「Spam Filters」をクリックします。 

 

 

2. スパムフィルターの設定画面が表示されます。 
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ブラウザの機能で日本語に訳すと以下になります。 

 

 

Process New Emails and Mark them as 

Spam: 

迷惑メールの判定のオンオフを切り替えられます。 

デフォルトでは ON になっています。 

Automatically Delete New Spam (Auto-

Delete): 

オンにすると迷惑メールと判定されたメールを自動削除し

ます。デフォルトは OFF になっています。 

 

その他の設定については、ご希望の場合はお客様の責任でご設定ください。 
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3. FTP 

 

FTP アカウントを作成したい 

 

1. コントロールパネルへログインし、「FTP アカウント」をクリックします。 

 

 

2. 必要事項を入力し、「FTP アカウントの作成」をクリックします。 

 

 

・ログイン：任意の FTP アカウント入力してください 

・ドメイン：独自ドメインを選択します。 

・パスワード：FTP パスワードを入力してください。 

※パスワードは 6 文字以上、強度 50 以上である必要があります。 

・パスワード（再入力）：前項と同じものを再度入力してください。 
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・強度：入力したパスワードの強度を表示します。 

パスワードの強度が 50 以上でないとアカウント 

を作成することができません。 

・パスワード生成ツール：クリックすると右図の画面が 

            表示され、ランダムなパス 

ワードを自動生成できます。 

「詳細オプション」をクリッ 

クすると、長さや使用する 

文字列をカスタマイズ可能 

です。 

 

 

 

 

・ディレクトリ：該当 FTP アカウントのホームディレクトリを設定します。通常は「public_html/ドメ 

イン名/FTP アカウント名」が自動で入力されます。設定したホームディレクトリよ 

り上の階層へは移動することはできません。また、ホームページとして web に公開 

されるのは、public_html 直下になります。 

特別な FTP アカウントに関しては、すべての階層を表示することができます。 

 

・クォータ：前項で設定した、ホームディレクトリのクォータを設定します。 

      ※cpanel02.jpserve.jp では、クォータ設定機能はございませんのでご了承ください。 

 

3. FTP アカウントの作成が完了すると、下に作成済みの FTP アカウント一覧が表示されます。 

 

 

※cpanel02.jpserve.jp では、クォータ設定機能がございませんので画面の項目数が異なります。 
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FTP アカウントを削除したい 

 

1. コントロールパネルへログインし、「FTP アカウント」をクリックします。 

 

 

2. FTP アカウント一覧から、削除したいアカウント右の「削除」をクリックします。 

 

※cpanel02.jpserve.jp では、クォータ設定機能がございませんので画面の項目数が異なります。 

 

3. 「削除」をクリックしたアカウントの下に、再度「削除」ボタンが表示されます。 

アカウントと一緒にユーザーのホームディレクトリも削除する場合は、「ユーザーのホームディレクト

リの削除」にチェックを入れて削除ボタンをクリックしてください。 

※アカウントと一緒に削除したホームディレクトリは復旧できませんので、十分にご注意ください。 
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FTP パスワードを変更したい 

 

1. コントロールパネルへログインし、「FTP アカウント」をクリックします。 

 

 

2. FTP アカウント一覧から、パスワードを変更したいアカウント右の「パスワードの変更」をクリッ

クします。 

※特別な FTP アカウントのパスワードはここでは変更できません。変更する場合は、【コントロー

ルパネルのログインパスワードを変更したい】をご参照ください。 

 

※cpanel02.jpserve.jp では、クォータ設定機能がございませんので画面の項目数が異なります。 

 

3. 新しい FTP パスワードと、確認のために再度同じパスワードを入力します。パスワード生成ツール

で生成することも可能です。入力後、「パスワードの変更」をクリックします。 

※パスワードは 6 文字以上、強度 50 以上である必要があります。 
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FTP 容量を変更したい  

※cpanel01.jpserve.jp ご利用のお客様のみ設定可能な内容となります。

cpanel02.jpserve.jp では、FTP 容量の変更はできませんのでご了承ください。 

 

 

1. コントロールパネルへログインし、「FTP アカウント」をクリックします。 

 

 

2. FTP アカウント一覧から、容量を確認したいアカウント右の「クォータの変更」をクリックしま

す。 

 

 

3. 新しいクォータを入力します。クォータを設定しない場合は、 

「無制限」をクリックしてください。設定後、「クォータの 

変更」をクリックします。 

※クォータを無制限に変更しても、契約プランのドメイン 

全体の容量は変更されませんので、ご注意ください。 

 

 

4. FTP アカウント一覧から、クォータが変更されたことを確認します。 
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※cpanel02.jpserve.jp では、クォータ設定機能がございませんので画面の項目数が異なります。 

 

FTP 接続情報を確認したい 

 

1. コントロールパネルへログインし、「FTP アカウント」をクリックします。 

 

 

2. FTP アカウント一覧から、FTP 接続情報を確認したいアカウント右の「FTP クライアントの構

成」をクリックします。 

 

※cpanel02.jpserve.jp では、クォータ設定機能がございませんので画面の項目数が異なります。 

 

3. FTP 接続情報が表示されます。 

                        ① 通常の FTP アカウントの場合 

・FTP ユーザー名：@以前、もしくは@以降を 

含めたすべてが FTP アカウントになります。 

（例：test もしくは test@example.jp ） 

・FTP サーバー：FTP ホスト名です。 

・FTP＆明示的な FTPS ポート(ポート番号)：ポー
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ト番号は 21 になります。 

 

② 特別な FTP アカウントの場合 

＜メインアカウント＞ 

・FTP ユーザー名：「cPanel のログインアカウント」と同じになります。 

・FTP サーバー：FTP ホスト名です。 

・FTP＆明示的な FTPS ポート(ポート番号)：ポート番号は 21 になります。 

 

＜ログアクセスアカウント＞ 

・FTP ユーザー名：「cPanel のログインアカウント_logs」になります。 

cPanel のログインアカウントが test の場合･･･test_logs 

・FTP サーバー：FTP ホスト名です。 

・FTP＆明示的な FTPS ポート(ポート番号)：ポート番号は 21 になります。 

 

※FTP 接続の際は「暗号化なし」で接続をするようにお願いします。(FTP クライアントに

よって表記は異なります) 

 

 

FTP でデータをアップロードしたい 

 

1. 「FTP 接続情報を確認したい」で確認した FTP アカウント情報を FTP ソフトに設定し、FTP で接

続し、アップロードします。FTP ソフトの使用方法については、提供元にご確認ください。 

※ホームページ製作作業は、以下 public_html 内でお願いいたします。 

 

/home/cPanel のログインアカウント/public_html 

 

※万一、誤って public_html フォルダを消してしまった場合、ホームページが表示不可となりますので、

十分にご注意下さい。なお、お客様自身で再度 public_html フォルダを作成いただくことは可能です。

その際はホームページデータも再度アップロードを行っていただくようになります。 

 

 

ディスクの使用量を確認したい 

 

1. コントロールパネルへログインし、「ディスク使用量」をクリックします。 
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2. ディレクトリ一覧が表示されます。各ディレクトリをクリックすると、ファイルマネージャーが開

きさらにファイルとディレクトリの一覧が表示されます。/tmpフォルダは、アクセス解析関連のフ

ァイルが保存されています。 
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PHP のバージョンを変更したい 

 

1. コントロールパネルへログインし、「MultiPHP マネージャー」をクリックします。 

 

 

PHP のバージョンを選択することができます。 

システムの PHP バージョンと表示されているのが、既定の PHP バージョンです。 

 

PHP のバージョンを変更する場合は、該当ドメインにチェックを入れ、右上のドロップリストから変更

後のバージョンを選択し、「適用」をクリックします。 

 

※PHP5.4～PHP7.4 は現在、非推奨のバージョンになっています。利用される場合は、不具合・セキュ

リティ上の問題が起こっても弊社では責任を負いかねます。 

 

※サーバの仕様上、CentOS のサポートされているバージョンで PHP をリリースします。CentOS7 の

サポートが終了(2024-06-30 予定)すると、コントロールパネルも追加の PHP バージョンのリリースは

終了します。また今後リリースされる OS では、基本的に PHP8 系以降のみご利用可能となる予定で

す。 

 

※cpanel02.jpserve.jp では PHP7.2 以降のバージョンのみご利用可能となります。 
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4. データベース 

 

データベースを新規に作成したい 

 

※弊社で領域作成時に、データベースはすでに作成した状態でお渡しいたします。新たに作成する必要

がある場合は、既に作成済みのデータベースを削除してから新規作成していただきますようお願いいた

します。（削除後は復旧不可） 

※「MySQL® データベース ウィザード」から作成すると、データベースとユーザーを同時に作成する

ことができます。作成する際は、「MySQL® データベース ウィザード」からの作成を推奨いたします。 

 

1. コントロールパネルへログインし、「MySQL データベース」をクリックします。 

 

 

2. 新しいデータベース名を入力し、「データベースの作成」をクリックします。 
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3. 下記メッセージが表示されますので、「現在のデータベース」に作成したデータベースが表示され

ていることを確認します。 

 

 

 

 

データベースユーザーを追加したい 

 

※「MySQL® データベース ウィザード」から作成すると、データベースとユーザーを同時に作成する

ことができます。作成する際は、「MySQL® データベース ウィザード」からの作成を推奨いたします。 

 

1. コントロールパネルへログインし、「MySQL データベース」をクリックします。 

 

 

2. 「新しいユーザーの追加」より、「ユーザー名」、「パスワード」を入力し、「ユーザーの作成」をク

リックします。パスワードは 6 文字以上、強度が 50 以上である必要がございます。 
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3. 「“入力した MySQL ユーザー名” と 

いう名前の MySQL ユーザーが正常 

に作成されました。」と表示されたら作成完了です。 

 

データベースを削除したい 

 

1. コントロールパネルへログインし、「MySQL データベース」をクリックします。 

 
 

2. 「現在のデータベース」のデータベース一覧右の「アクション」の「削除」をクリックします。 

 

 

3. 削除確認ダイアログが表示されるので、問題なければ削除を行ってください。 

※削除したデータベースは元に戻せませんので、十分にご注意ください。 
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データベースユーザーを削除したい 

 

1. コントロールパネルへログインし、「MySQL データベース」をクリックします。 

 

 

2. 「現在のユーザー」のユーザー一覧右の「アクション」の「削除」をクリックします。 

 

 

3. 削除確認ダイアログが表示されるので、 

問題なければ削除を行ってください。 

 

 

 

4. 下記画面が表示されたらユーザーの 

削除完了です。 
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5. ドメイン 

Web サイトを自動的に https で表示するようにしたい 

 

1. コントロールパネルへログインし、「ドメイン」をクリックします。 

 

 

2. 「Force HTTPS Redirect」を「オン」にします。 

 

 

3. http でアクセスした際も、強制的に https へリダイレクトされるようになります。 

※お客様自身ですでにリダイレクト設定を行っている場合、リダイレクトがループしてサイトが表

示できない可能性がございますのでご注意ください。 

 

Web サイトにリダイレクト設定をしたい 

 

※こちらのメニューからではなく、public_html に設定されている.htaccess に直接お客様自身で追記

してもリダイレクト設定は可能ですが、サーバのアップデートなどで.htaccess の設定が初期化されて

しまう可能性がございますので、コントロールパネルからの設定を推奨いたします。 

 

※.htaccess の修正によりサーバの動作に不具合が発生した場合でも、弊社では修正を行うことはでき

ません。お客様の責任において変更・修正をいただきますようお願いいたします。 
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1. コントロールパネルへログインし、「リダイレクト」をクリックします。 

 

 

2. 必要項目を入力し【追加】をクリックします。 

 
 

①種類：「永続」か「一時」かを選択します。 

「永続」･･･ブックマークの URL も変更され、検索エンジンや評価もリダイレクト先の URL で置き

換わります。 

「一時」･･･ブックマークの URL は変更されず、検索エンジンや評価もリダイレクト前の URL を見

続けます。 

 

https?://(www.)?：リダイレクトを行う独自ドメインを選択します。ドメインの下の階層の URL のリ

ダイレクトを行いたい場合は、 下の入力欄「/」に続きを入力します。 

 

③リダイレクト先：リダイレクト先の URL を「http：//(https://)」から入力します。 
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④www. リダイレクト：いずれかを選択します。 

「www. 付きでのみリダイレクト」･･･リンクに www がついている、またはユーザーが URL に

www を入力した場合にのみリダイレクトされます。 

「www. 付きまたは www. なしでリダイレクト」･･･www の有り無し関係なくリダイレクトされま

す。 

「リダイレクトしない: www.」･･･リンクに www がついている、またはユーザーが URL に www

を入力した場合はリダイレクトされません。 

 

⑤ワイルドカードリダイレクト：こちらにチェックを入れることで、下の階層のリンクも全て、リダイ

レクト先の新しいドメインの同じ階層にリダイレクトされます。 

(例)「www.example.com/test.jpg」→「www.new–example.com/test.jpg」 

 

＜転送元のいずれの階層にアクセスした場合でも、転送先の TOP ページにリダイレクトする場合＞ 

(例)「www.example.com/test.jpg」→「www.new–example.com/」 

 

1. 前述のリダイレクト設定の際、「ワイルドカードリダイレクト」にチェックを入れてリダイレクト

設定を行います。 

 

2. 転送元ドメインの「ファイルマネージャー」を選択します。 

 

 

3. 「public_html」を選択します。 
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4. 「.htaccess」を右クリックし、「EDIT」を選択します。 
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5. 「.htaccess」を右クリックし、「EDIT」を選択します。 
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6. 「.htaccess」の内容が表示されますので、最下部に記載してある先ほど追加したリダイレクト設定

から、末尾の「$1」のみを削除します。 

 

 

7. 修正後、画面右上の「変更の保存」をクリックして、変更完了です。 

 

 

 

6. SSL 

 

※SSL 証明書の持ち込みは、JPS スタンダードプランのみの機能となります。JPS ライトプランでは、

弊社指定（cPanel 付属）の SSL 証明書のみ使用できます。 

 

※無料の SSL はドメイン登録後有効になるまでお時間がかかります。恐れ入りますが、2 日ほど経って

も有効にならない場合は弊社までご連絡ください。 

 

※サーバの OS、Web サーバソフトウェアは下記になります。外部で SSL 証明書を取得する際の参考に

してください。 

 

OS：Linux 

Web サーバ：Apache 

 

秘密鍵を作成・アップロードしたい 

 

1. コントロールパネルへログインし、「SSL/TLS」をクリックします。 
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2. 「秘密キーを生成、表示、アップロード、または削除します。」をクリックします。 

  

 

3. 新しい秘密鍵を作成・もしくはアップロードします。 

 

＜秘密鍵を新規に作成する場合＞ 

 

必要事項を入力し、「生成」をクリックします。 

 

 

・キーの種類： 希望のキーサイズを選択します。推奨は 2048 ビットです。 
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・説明： 秘密鍵の説明がある場合は、入力します。 

 

＜既存の秘密鍵をアップロードする場合＞ 

 

秘密鍵の内容を貼付して「保存」をクリックするか、もしくは「参照」からローカルにある.key ファイ

ルを選択してアップロードします。 

 
① 秘密鍵を貼り付けて作成 

・次のテキスト ボックスにキーを貼り付けます：  既存の秘密鍵をメモ帳などのテキストエディタで 

開き、すべてをコピーペーストします。 

・説明： 秘密鍵の説明が必要な場合は、入力します。 

② 秘密鍵をアップロードして作成 

・.key ファイルを選択してください。： 「参照」をクリックしてローカルにある秘密鍵を選択し、 

アップロードします。 
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・説明： 秘密鍵の説明が必要な場合は、入力します。 

 

4. 貼り付け、もしくはアップロードが終わったら、それぞれ「保存」、「アップロード」をクリックし

ます。 

 

 

CSR を作成したい 

 

1. コントロールパネルへログインし、「SSL/TLS」をクリックします。 

 

 

2. 「SSL 証明書署名要求を生成、表示、または削除します。」をクリックします。 

 

 

3. 申請用の各項目を入力して「生成」をクリックします。 
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・キー: 前項で作成した 対になる 2048 ビット の秘密鍵を選択します 

・ドメイン: SSL を使用したい FQDN を入力します。 (例:www.example.jp,example.jp) 

・市区町村: 英字表記の市区町村名 (例: Sendai-shi) 

・ステータス(State の誤訳です): 英字表記の都道府県名を入力します。(例: MIYAGI) 

・国: JP (日本) を選択します。 

・会社: 英字表記の会社名 または 屋号 を入力します。(例:SPEEDIA Co., Ltd.) 

・会社の部署: 英語表記の担当部署名を入力します。 (例:Server Division) 

・電子メール: 連絡先のメールアドレスを入力します 

 

4. 生成された CSR が表示されます。生成された CSR は、外部サイトで SSL 証明書を取得する際に使

用します。 

※外部サイトでの SSL 取得については、外部サイトの SSL 証明書発行手順をご参照ください。 
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SSL 証明書・中間証明書をインストールしたい 

 

1. コントロールパネルへログインし、「SSL/TLS」をクリックします。 

 

 

2. 「SSL 証明書を生成、表示、アップロード、または削除します。」をクリックします。 

 

 

3. 「新しい証明書のアップロード」から、以下のいずれかの方法で証明書をインストールします。 
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＜証明書をテキストとして貼り付け＞ 

・次のテキスト ボックスに証明書を貼り付けます： SSL 証明書をメモ帳などのテキストエディタで 

開き、すべてをコピーペーストします。 

・説明： 証明書の説明が必要な場合は、入力します。 

 

＜証明書ファイルをアップロード＞ 

・証明書ファイル (*.crt) を選択します。： 「参照」をクリックして、ローカルにある証明書ファイル 

を選択します。 

・説明： 証明書の説明が必要な場合は、入力します。 

 

4. 貼り付け、もしくは選択が終わったら、それぞれ「証明書の保存」、「証明書のアップロード」をク

リックします。 

 

※中間証明書のインストール手順も同様です。 
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SSL を有効化したい 

 

1. コントロールパネルへログインし、「SSL/TLS」をクリックします。 

  

 

2. 「SSL 証明書を生成、表示、アップロード、または削除します。」をクリックします。 

 

 

3. サーバにインストールされている証明書の一覧が表示されますので、設定したい SSL 証明書右の

「インストール」をクリックします。 
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4. 選択した SSL 証明書をインストールする画面に遷移しますので、「証明書のインストール」をクリ

ックします。 
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5. 「SSL ホストが正常にインストールされました」と表示されれば完了です。 
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7. WordPress 

WordPress をインストールしたい 

 

※WordPress を含め CMS 等はサポート対象外となります。WordPress 自体の操作・運用はお客様任

意でお願いいたします。 

 

 

1. コントロールパネルへログインし、「WordPress Toolkit」をクリックします。 

 

 

2. 「インストール」をクリックします。 

 

 

3. セットアップ画面が表示されますので、各項目に従って設定を行い、「インストール」をクリック

します。WordPress 管理者のユーザ名・パスワードとデータベースユーザ名・パスワードは忘れず

にメモしてください。 
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全般 

・インストールパス：WordPress をインストールするディレクトリを選択します。

https://example.jp/wordpress/のような URL でアクセスしたい場合は、/wordpress を設定します。 

 

https://example.jp/wordpress/に WordPress をインストールしたいが、ブラウザでのアクセス URL

は https://example.jp/にしたい場合、WordPress の管理画面で設定を変更する必要がある場合があり

ます。設定変更方法については、WordPress 公式の手順をご参照ください。 
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また、サーバ移行等のために臨時 FTP 領域の URL を指定してインストールした場合も、DNS 切り替

え後に WordPress の管理画面で URL を変更する必要があります。手順については WordPress 公式の

手順をご参照ください。 

 

DNS 切り替え前に、独自ドメインで WordPress をインストールした場合は、お客様自身のパソコンの

hosts ファイルを修正してホームページを確認する方法もございます。（hosts ファイル編集はサポート

対象外のため任意でお試しください。） 

 

・ウェブサイトタイトル：WordPress のサイト名を設定します。 

 

・プラグイン/テーマセット：WordPress のプラグイン・テーマを選択可能です。 

 

・ウェブサイトの言語：WordPress のサイトの言語を選択します。 

 

・バージョン：WordPress のバージョンを選択します。 

 

WordPress 管理者 

・ユーザ名：WordPress の管理者ユーザー名を入力します。セキュリティ確保の為、admin など一般的

な名前は使用せず変更することをお勧めします。 

 

・パスワード：WordPress の管理者パスワードを入力します。 

 

・メールアドレス：WordPress の管理者のメールアドレスを入力します。 

 

データベース 

・データベース名：WordPress をインストールするデータベースです。ログイン情報に記載の、すでに

作成済みのデータベース名を入力します。 

 

・テーブルプレフィックス：データベースのテーブル名に使用する接頭辞です。任意の文字列に変更可

能です。 

 

・データベースユーザ名：データベースのユーザ名を入力します。デフォルトでは新規ユーザが作成さ

れますが、既存ユーザ名を入力して使用することも可能です。 

 

・データベースユーザのパスワード：データベースユーザのパスワードを入力します。既存ユーザを使

用する場合は「データベースユーザ名」欄で指定したユーザのパスワードを入力してください。 
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自動更新の設定 

・WordPress を自動更新：WordPress を自動でアップデートされるように設定することが可能です。

任意に選択していただいて構いません。 

 

・プラグインを自動更新：プラグインを自動でアップデートされるように設定することが可能です。任

意に設定していただいて構いません。 

 

・テーマを自動更新：テーマを自動でアップデートされるように設定することが可能です。任意に設定

していただいて構いません。 

 

4. インストール完了画面が表示されます。プラグインのインストールを今すぐ行う場合、プラグイン

をインストールを選択してください。 

 

5. WordPress Toolkit のホーム画面にて、ログインをクリックすると WordPress の管理画面にアクセ

スできます。画像部分をクリックすると WordPress のサイトにアクセスできます。 

 


